
従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）
(←支払いスケジュール変更に関す
る覚書に基づき、各年度の事業費を
修正）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

政策推進室

進捗管理 進捗管理 進捗管理 進捗管理

107千円 57千円 57千円 57千円

25
みよしフォレストシ
ティ構想を推進しま
す

みよしフォレストシ
ティ構想に係るプロ
ジェクトの進捗管理

令和４年度三芳町政策研究所におい
て、みよしフォレストシティ構想に
ついてアドバイザー（識見を持つ
者）や市民研究員とともに意見交換
を重ねた。その後、パブリックコメ
ントを経て、構想の策定を行った。

令和４年度に策定したみよしフォレ
ストシティ構想の推進を図るため、
各プロジェクトごとの進捗管理を行
う。また、年１回の推進会議を実施
し、各委員及びアドバイザーと今後
の推進について確認をする。

令和5年度から引き続き、みよし
フォレストシティ構想の推進を図る
ため、各プロジェクトごとの進捗管
理を行う。また、年１回の推進会議
を実施し、各委員及びアドバイザー
と今後の推進について確認をする。

3

3

126500千円 932951千円 3989491千円 1938041千円

3

道路交通課

工事
整備効果検証
基本計画策定

概略設計
各種調査・調整

基本設計
事業者公募

178834千円 24662千円

年度当初より、令和5年度に実施し
た基本設計に基づき、実施設計に着
手する。実施設計は12月の完了を予
定しており、完了後に実施設計に関
するモニタリングを行う。9月から
は藤久保小学校プールや藤久保第一
学童保育室の解体に着手し、１期工
事の着工に向けた準備工事を開始す
る。平行して、本体建物に関する確
認申請を行い、確認申請済証発行の
後、12月より１期工事に着手する。

みどり共生産業ゾーンにおける都市
計画法第34条第12号区域指定
・令和６年度２件指定予定
・埼玉県企業立地課との情報連携
・企業誘致促進、企業立地の相談窓
口対応
・工場立地法に基づく届出に関する
業務

施設マネジメント課

工事 工事・一部供用開始

2

道路交通課/都市計画課

4

22
町のシンボル「未来
の創造拠点」整備を
推進します

藤久保地域拠点施設
事業

令和元年度から３年度にかけて「藤
久保地域拠点施設基本計画」を策定
し、令和３年度から基本計画を踏ま
え、官民連携方式により整備するた
め、新施設の性能を定めた要求水準
書の作成、事業者選定と契約締結に
至るまでの手続きを円滑に進めるた
め、官民連携アドバイザリー業務の
契約を行い、令和４年度に総合評価
一般入札方式による、事業者選定委
員会の審査を経て落札事業者を決定
した。

令和５年４月２８日に落札事業者と
契約締結に向けたき基本協定の締
結、５月１２日に仮契約締結、６月
議会の議決を経て本契約となったの
ちは、令和５年度で基本設計を行
い、基本設計に関するモニタリング
を行った。今後については、令和６
年度に実施設計、工事着工、令和８
年９月に１期工事分の供用開始、令
和９年９月に２期工事分の供用開始
を予定している。

500千円 500千円

0千円

24
産業用地開発に向け
て地域経済の活性化

を進めます

23
スマートICフル化と
周辺整備可能性調査
を行います

スマートIC利便性向
上促進事業

スマートIC周辺のアクセス道路整備につ
いては平成27年度に、設計・測量・調査
等を実施し、平成28年度から令和4年度に
かけ三芳中学校前交差点を含む4交差点の
交差点改良及び関越道を跨ぐ歩道橋を含
めた町道幹線14号線の歩道整備を行っ
た。また、令和2年度より、スマートIC下
り線側の町道上富69号線付替えに伴う築
造工事に着手し、令和4年度に暫定形とし
て供用開始した。
スマートIC本体工事についてはNEXCO東日
本との共同事業であり、早期着手に向け
関係機関と密に連携を図りながら調整を
行った。
上り線側は令和3年5月、下り線側は令和4
年7月より本格着工し、鋭意工事を進めて
いる。

スマートIC本体工事については、
NEXCO東日本を始め関係機関と密に
連携を図りながら工事を進め令和６
年３月に供用開始をした。また、ス
マートICフル化供用までに実施すべ
き対策（案内標識設置や安全対策の
実施）についても計画的に実施をし
た。
フル化開通後のスマートICを活用し
ての「（仮称）バザール賑わい公園
構想」については、これまでの可能
性調査結果を基に政策研究所による
専門的な知見も活用し当該構想の充
実を図り、実現可能な地域活性化発
信交流拠点づくりに向けて更なる検
討を進めた。また、基本計画策定に
向けプロポーザル方式により業務委
託の締結をした。

0千円

みどり共生産業ゾーンにおける都市
計画法第34条第12号区域指定
・埼玉県企業立地課との情報連携
・企業誘致促進、企業立地の相談窓
口対応
・工場立地法に基づく届出に関する
業務

みどり共生産業ゾーンにおける都市
計画法第34条第12号区域指定
・埼玉県企業立地課との情報連携
・企業誘致促進、企業立地の相談窓
口対応
・工場立地法に基づく届出に関する
業務

企業誘致・留置事業

竹間沢通西地区土地
区画整理準備支援事
業

・事業実施に向けた意識情勢を図る
ための勉強会開催
・合意形成の醸成に向けての自宅訪
問
・土地区画整理組合設立準備会の発
足　役員（委員）７名

・組合準備会運営支援
　技術支援申請（事務局）
・地権者合意の支援
・業務代行予定者決定支援

基本設計 実施設計・工事

４.魅力あふれる元気なまちづくり
令和4年度以前の取り組み（概要） 令和5年度の取り組み

令和5年度から令和8年度までの対応（予定）状況
点数 担当部局

No 宣　言 該当事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
令和6年度の取り組みの方向性

0千円 0千円

・組合準備会運営支援
　技術支援申請（事務局）
・地権者合意の支援
・業務代行予定者決定支援
・業務代行予定者との協定締結支援

スマートICフル化に伴う社会便益等
が正しく発揮されているかを確認す
る整備効果検証業務を実施する。ま
た、周辺道路の交通量調査を実施
し、利用交通量の変化を把握する。
（仮称）地域活性化発信交流拠点に
ついては、導入機能・配置計画・事
業手法・民間活力導入可能性等を整
理し、基本計画の策定を行う。

窓口相談
情報提供

窓口相談、情報提供
区域指定（2件予定）

準備会運営支援 準備会運営支援 準備会運営支援 準備会運営支援

3176千円 414千円



４.魅力あふれる元気なまちづくり
令和4年度以前の取り組み（概要） 令和5年度の取り組み

令和5年度から令和8年度までの対応（予定）状況
点数 担当部局

No 宣　言 該当事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
令和6年度の取り組みの方向性

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円） 6000千円

28 芸術文化のまちづく
りを推進します

芸術・文化推進事業

芸術文化のまちづくり条例に基づ
き、芸術文化推進会議を立ち上げ、
三芳町芸術文化推進基本計画（R4～
R13）を策定した。

芸術文化推進基本計画に基づく、推
進プログラムを展開した。みよし芸
術祭を初めて開催し、期間中、延べ
10,234人に参加いただいた。他に
も、まちなかコンサート、障がい者
向け打楽器ワークショップを実施し
て住民が気軽に芸術文化にふれる機
会を提供したり、文化庁が取り組む
学校巡回公演への全校申請やアウト
リーチの実施を通じて児童生徒が芸
術を体験できたりと、誰もが芸術文
化に親しみやすい環境づくりに取り
組んだ。
また、全国規模以上のコンクールに
出場する住民に交付する芸術文化奨
励金も５件（全国１、国際１件）と
なった。

27
みよしのガーデン
ツーリズムを推進し
ます

観光推進事業

令和5年3月に国土交通省で推進して
いる庭園間交流連携促進計画登録制
度（ガーデンツーリズム）の探訪部
門で、みよし野ガーデン里山探訪が
登録された。
令和5年度以降、ガーデンツーリズ
ムの推進を図る。

国土交通省で推進しているガーデン
ツーリズムの探訪部門で、みよし野
ガーデン里山探訪が登録されたこと
受けて、世界農業遺産に認定された
落ち葉堆肥農法で育て守り続けてき
た平地林や畑等の特徴的な風景、江
戸時代から続く寺社・農法から生ま
れた大地で現在の魅力を合わせた
ガーデンなど、季節ごとにオープン
フォレスト・オープンファーム・
オープンガーデンを体感できる三芳
の里山風景を巡るバスツアーを年3
回実施し、三芳町独自のマイクロ
ツーリズムの推進を図った。また、
パンフレットやガイドマップを作製
し、周知を図った。

みよし芸術祭の開催
推進プログラム（新規事

業）の開催
推進プログラム（新規事

業）の開催
推進プログラム（新規事

業）の開催

5184千円 5948千円 6000千円

4 文化・スポーツ推進課

4 観光産業課

販売促進キャンペーン・癒しの
レシピ事業・農業塾・体験落ち
葉掃き、六次産業支援

販売促進キャンペーン・癒しの
レシピ事業・農業塾・体験落ち
葉掃き、六次産業支援

販売促進キャンペーン・癒しの
レシピ事業・農業塾・体験落ち
葉掃き、六次産業支援

販売促進キャンペーン・癒しの
レシピ事業・農業塾・体験落ち
葉掃き、六次産業支援

31685千円 35731千円

4 観光産業課

みよし野ガーデン里山探訪
ツアー、パンフレット作製

みよし野ガーデン里山探訪
ツアー等

ガーデンツーリズムの探訪部門で、
みよし野ガーデン里山探訪が登録さ
れたこと受けて、今年度は三芳町観
光PR業務委託として、民間の旅行業
者を活用し、世界農業遺産に認定さ
れた落ち葉堆肥農法で育て守り続け
てきた平地林や畑等の特徴的な風
景、江戸時代から続く寺社・農法か
ら生まれた大地で現在の魅力を合わ
せたガーデンなど、季節ごとにオー
プンフォレスト・オープンファー
ム・オープンガーデンを体感できる
三芳の里山風景を巡るバスツアーや
町の観光資源の更なるブラッシュ
アップを図り、町独自のマイクロ
ツーリズムを推進する。また、ガー
デンツーリズムパンフレットを作製
し、その周知を図る。
みよし芸術祭を、秋（9～12月）に
加え春（3～5月）にも拡充し、より
多くの住民が芸術文化にふれること
のできる機会を増やす。また、新規
に公募型ミニコンサートを実施し、
芸術文化活動を行う住民を中心とし
た発表機会の拡充にも取り組むとと
もに、移動型ステージを購入し、公
共施設内だけでなく町の様々な場所
を会場としてコンサート等を開催で
きるよう環境整備も行い、柔軟性の
あるイベント展開を行っていく。

みよし野ガーデン里山探訪
ツアー等

みよし野ガーデン里山探訪
ツアー等

2949千円

26
みよし農業を発展復
興させます

農業支援事業

みよし野菜のブランド化の推進を図
るため、みよし野菜ロゴと連動した
販売促進キャンペーンの実施、女子
栄養大学との癒しのレシピ事業を実
施した。
また、平成29年3月に日本農業遺産
に認定された地域の伝統農法である
「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を多く
の都市住民や幅広い世代に知ってい
ただくため、住民対象の農業塾や小
学生対象の学校農業塾、体験落ち葉
掃きを実施した。

みよし野菜ロゴと連動した販売促進
キャンペーン事業、女子栄養大学と
の癒しのレシピ事業を実施するとと
もに、今後の農業経営を見据えた研
修会を実施し、みよし野菜のブラン
ド化の推進を図った。
また、住民対象の農業塾や小学生対
象の学校農業塾、体験落ち葉掃きを
実施し、平成29年3月に日本農業遺
産、令和5年7月に世界農業遺産に認
定されたた地域の伝統農法である
「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を多く
の都市住民や幅広い世代へ周知を
図った。さらに、地元の農産物等を
活用した六次産業支援を行った。

今年度も引き続き、みよし野菜のブ
ランド化の推進を図るため、みよし
野菜ロゴと連動した販売促進キャン
ペーンの実施、女子栄養大学との癒
しのレシピ事業等を実施予定。
また、平成29年3月に日本農業遺産
に認定され、令和5年7月に世界農業
遺産に認定されたた地域の伝統農法
である「武蔵野の落ち葉堆肥農法」
を多くの都市住民や幅広い世代に
知っていただくため、住民対象の農
業塾や小学生対象の学校農業塾、体
験落ち葉掃きを実施していく。さら
に、地元の農産物等を活用した六次
産業支援を行う。


